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 第 3 章では、まず、キルギスの一般事情、政治、経済、外交、教育制度と外国語教育に
ついて紹介した上で、キルギスにおける外国語としての日本語教育について検討した。キ
ルギスでは、ソ連から独立した 1991 年に日本語教育が始まり、現在、初等・中等・高等

























が開発した FOCUS、Frölich et al. (1985) の COLT などを紹介した。その上で、本研究では
「第二言語の授業におけるコミュニカティブ・アプローチや、教授法と学習法の関係を見
















第 5 章 日本語授業の実態（授業観察） 
本章では、録画・録音が許された貴重な 3 つの授業（Class A、Class B、Class C）につ
いて論じた。まず、本研究で扱った調査とその実施について詳細に記述した。具体的には、
観察した授業を COLT の Part A と Part B を用いて分析し、実際の授業の実態をを探り、キ
ルギスの日本語教育においてどのような課題があるのかを検討した。教師と学習者のやり
取りがどう展開していくかは、COLT 分析では詳しく確認できないため、授業中の会話の
流れを分析するために Sequential Analysis（e.g. Markee 2000）と教師の言葉かけについて
も吉川・三宮（2007）を参考に分析を行った。まず、COLT Part A の結果は以下のとおり
である。教師や学習者あるいはクラスといった授業形態から見ると Class C は教師中心の
授業になっている。言語形式については Class Aと Class C において扱っていて、内容に重
点を置いた話題は Class B と Class C において行われている。そして、Class B と Class C は
話す技能と聞く技能が多く使われ、Class A は書く技能に時間を多く扱っている。今回の
授業分析から教材・教具の不足などの問題点は見られなかった。 
次に、COLT Part B で得られた結果は以下のようにまとめた。「使用言語」についてだ
が、Class A と Class C の授業の半分程度、Class B の授業の 7 割程度が目標言語で行われて
いる。Class A と Class C の教師は「予想不可能」な情報、つまり発話の意味が予想不可能
情報を目標言語で提供し、母語においても「予想不可能」な情報を多く提供している。
「情報要求」に関しては Class Aと Class B の教師は目標言語で全て「疑似要求」をしてい
るのに対し、Class C の教師は 3 割程度が「真正要求」で 7割程度が「疑似要求」になっ
ている。そして、母語では Class B と Class C の教師は 7 割程度、学習者は全てが「真正要
求」な要求を行っている。「発話摂取」に関しては、Class Aの教師は言語形式を目標言










第 6 章 学習者と教師の学習意欲の維持・向上に対する意識 
 本章では、授業参加者である教師・学習者の学習意欲に対する意識について質的に分析
































中には Class C のような冷たくなったり、硬くなったりしてしまった授業空間もあり、そ
れをほぐす「ウォームアップ」などが使われた Class B の授業も見られた。次に、教室活
動や教材・教具については、今回の対象になった 3 つの授業にも様々な教室活動や教材教
具などが使われていた。日本語でのコミュニケーションやフィードバックは中級レベルの


































































る。2015 年からの Japan Style Training Center の日本への留学や研修の斡旋だけでなく、キ
ルギスの日本語学科卒業生が、日本のホテルや観光業などで通訳として働くなど、現在、
在日キルギス人数も増えている。学習者の日本語学習を仕事にいかせるということは、今
後の学習者増と、日本語を中級や上級レベルまで継続する動機の 1 つになるだろう。 
 ③教師については、学習者の学習意欲の維持・向上に対して教師がより重要な存在とな
っていることが本調査の結果から明らかになった。具体的には、教師が設計・運営してい
る授業の雰囲気や内容を始め、教師の言葉かけや表情までが学習者の学習意欲を大きく左
右している。孤立環境下の日本語教育の課題や問題点を克服し、学習者の学習意欲の維
持・向上に必要な点として（1）楽しい教室環境づくり、（2）学習意欲を維持・向上させ
る教室活動の実行や評価・支援、（3）学習者の興味・関心の把握、（4）教師の意識改革
（5）教師の自己成長、を挙げた。 
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本研究の結論を以下の3つにまとめた。 
第1は、キルギスの日本語教育の現状である。本研究から学習者は自分が置かれている
環境を理解しており、そこにある課題や問題点については、自分なりに解決しようとする
姿が見られる。学習者の学習目的も日本語学習の経過とともに変化している。つまり、日
本のサブカルチャー（アニメや漫画）を理解したいということが日本語をはじめたころの
学習の目標であり、それが中級レベルになると日本に留学したい、それから日本で仕事を
したいという新たな目標に代わっている。これが理由で日本語学習が継続されていること
が分かった。また、初級レベルの学習者全員は一所懸命に日本語を勉強しようという姿が
みられるが、中級レベルの学習者はそれほど学習意欲が高くないことが分かった。その原
因として、授業の雰囲気、学習内容の難しさ、授業の退屈さ、教師の言葉かけなどがあり、
学習者の学習意欲を左右している。 
第2は、学習者の学習意欲についてである。本研究では、孤立環境下における学習者の
学習意欲の維持・向上について教師と学習者の学習意欲に関する意識を明らかにした。キ
ルギスの学習者の学習意欲を上げる要因と下げる要因の多くは教室の中にあることを明示
した。具体的に、学習者にとって日本語学習を維持・向上させるには、［授業］［使用場
面］［教師］［自己概念］や［学習環境］の役割が重要であり、教師にとって［授業］と
［文化］の役割が重要である。学習者と教師に共通する点は［授業］と［文化］である。
［文化］については、キルギスの日本語学習者が興味を持っているのはいわゆる「伝統的」
な日本文化だけでなく、アニメや漫画などの日本の現代的な文化である。日本語学習が就
職や進学に結びつくことが難しい「孤立環境」の学習者でも［将来と夢］つまり、日本へ
の留学と日本語を生かす仕事といった要因が学習者の学習意欲の維持・向上につながって
いる。 
第3は、キルギスの日本語教育における問題点であり、本研究で大きく6つの問題点を明
示した。それは、教育機関の設備や教材・教具の不足、日本語教師の質の向上と養成、日
本語学習者の学習意欲の維持・向上、日本語学習者のレベルのばらつき、日本語使用機会
が少ないと日本語学科卒業生の進路、である。 
8章の最後では、「孤立環境」の教師、授業、学習者の学習意欲の維持・向上について
提言を行い、本論文の課題と展望を述べた。 
 
